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点光源を実現する LED ヘッドライトバルブ 

パワー発光型の LED チップは発光部を複数実装することで、光量を増大させる傾向にある。

本研究ではこのような面発光に近い LEDチップから、点光源を作り出す技術を確立した。 

本技術の内容・特徴 

 
 

従来技術に比べての優位性 

➊ 

➋ 

面発光体の LEDを点光源化できるため、

従来より精度よく平行光を生成すること

ができる。 

放物面を組み合わせることで、複数点光源

の作成も可能。H4ハロゲンバルブのよう

な、複数点光源も再現可能に。 

予想される効果・応用分野 

➊ 

➋ 

 

自動車用ヘッドライト 

防犯灯、道路灯、投光器など、狭配光によ

る配光制御が必要な分野 

 

提供できる支援方法 

 共同研究 

 オーダーメード開発支援 

 機器利用（光学シミュレーション） 
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